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合 ソフトウェア技術者協会
Software Engineers Asociation 

ソフトウェア技術者協会 (SEA) は，ソフトウェアハウス，コンピュータメーカ，言噂センタ，エンドユーザ，大学，研究所など，そ
れぞれ異なった環境に置かれているソフトウェア技術者または研究者が，そうした社会組織の壁を越えて，各自の経験や技術を自由
に交流しあうための「場J として. 1985 年 12 月に設立されました.
その主な活動は，機関誌 SEAMA止の発行，支部および研究分科会の運営，セミナー/ワークショップ/シンポジウムなどのイベン

トの開催，および内外の関係諸国体との交流です.発足当初約 2∞人にすぎなかった会員数もその後飛蹟的に噌加し，現在，北は北

海道から南は沖縄まで. 7∞余名を超えるメンバーを擁するにいたりました.法人賛助会員も 30社を数えます.支部は，東京以外に，
関西，横浜，長野，名古屋，九州，広島，東北の各地区で設立されており，その他の地域でも設立準備をしています.分科会は，東京，
関西，名古屋で，それぞれいくつかが活動しており，その他の支部でも，月例会やフォーラムが定期的に開催きれています.
「現在のソフトウェア界における最大の課題は，技術移転の促進である」といわれています.これまでわが国には，そのための適切
な社会的メカニズムが欠けていたように思われます. SEA は，そうした欠落を補うぺ< .これからますます活発な活動を展開して行
きたいと考えています.いままで日本にはなかったこの新しいプロフエツショナル・ソサイエティの発展のために，ぜひとも，あなた
のお力を貸してください.
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分科会世話人環境分科会 (SIG凹V) :塩谷和範田中慎一郎渡漫雄一

教育分科会 (SIGEDU) :君島浩篠崎直二郎杉田義明中園順三

ネットワーク分科会 (SIGNET) :小林俊明人見J育松本理恵

プロセス分科会 (S臥-SP凹)) :青山幹雄伊藤昌夫坂本啓司高橋光裕田中一夫増井和也

支部世話人 関西支部:白井義美中野秀男横山博司
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長野支部:市川寛小林俊明佐藤千明
名古屋支部:筏井美枝子角谷裕司外山微野呂昌満
九州支部:武田淳男平尾一浩

広島支部:大場充佐藤康臣谷純一郎

東北支部:河村一樹布川博士野村行憲和田勇

賛助会員会祉:アイシーエス PFU SRA アスキー
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編集留から

会

会員のみなさんからの原輔が集まらず，依然として船便シンドロームから脱却できないでいます.

食食

ときどきf割論MAIL はどうした併というお問い合わせを e・.maü や会費更新ハガキのメッセージ蘭でいた

だ魯ますが.こちらからのお替えは"では.あなたの原摘をどうぞ!"です.組Aの会費は決して緯誌の..科

で蛤ありません.そのことをおわすれにならないように1

会食合

とグチ。ぽいことばかりいっていても始まらないので.とりあえず，事務局にたまっている各種イベントの

費栴をとりまとめて.定期刊行への一歩を踏み出すことにしました.

会合会合

まず..重り手がかからないものからということで，去年の暮れに東京・青山の国連大学本節で開催された

回廊シンポジウム官邸ヨ'1: In回国政"'5y司_um伺&加鴎~Compt瓜ft，and TecbnoloJy ~ sc治WII'C"の予稿
集会お届けします.

合会会会合
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